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ひ
と

よ
し

で
輝

く
人

各地区の力強い臼太鼓踊りを披露
　

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
人
吉
球
磨

の
ス
ト
ー
リ
ー
。
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構

成
す
る
文
化
財
の
一
つ
「
臼う

す
だ
い
こ

太
鼓
踊
り
」

の
す
ば
ら
し
さ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、「
第
１
回
人
吉
球
磨
民
俗
芸
能
の
祭

典
」
が
３
月
19
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
吉
球
磨
10
市
町

村
な
ど
で
構
成
す
る
人
吉
球
磨
日
本
遺
産

活
用
協
議
会
が
主
催
。

　

祭
典
で
は
「
人
吉
球
磨
地
方
の
臼
太
鼓

踊
り
の
様
相
を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
人

吉
市
の
鬼
木
町
臼
太
鼓
踊
り
な
ど
上
・
中
・

下
球
磨
地
域
の
保
存
団
体
が
踊
り
を
披

露
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
見
せ
な
が
ら
、

力
強
い
踊
り
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

各
地
区
の
踊
り
の
由
来
や
特
徴
の
解
説
も

あ
り
、
会
場
に
訪
れ
た
方
は
、
踊
り
の
違

い
を
目
に
し
て
い
ま
し
た
。
人
吉
球
磨
民

俗
芸
能
の
祭
典
は
、
今
後
も
参
加
団
体
を

増
や
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

鬼木町で伝承されてきた臼太鼓踊りを披露する「鬼木町臼太鼓踊り保
存会」（上）／踊りの前に鑑賞教室が行われ、保存会会長による由来
や特徴の解説が行われた（下左）／ロビーでは、会場で披露した各地
区の臼太鼓踊りの写真を展示（下右）

人
吉
市
の
市
章
に
替
え
て
ス
ー
ツ
の
胸

に
輝
く
の
は
、
金
色
の
弁
護
士
バ
ッ

ジ
。
上
青
井
町
に「
ひ
と
よ
し
法
律
事
務
所
」

を
開
業
し
た
弁
護
士
の
中
嶽
さ
ん
は
、
元
市

職
員
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
だ
。

　

大
学
は
法
学
部
に
進
み
一
度
は
弁
護
士
を

夢
見
た
中
嶽
さ
ん
だ
が
、
司
法
試
験
は
超
難

関
。
公
務
員
を
目
指
し
、
人
吉
市
職
員
採
用

試
験
を
受
験
し
た
。

　

平
成
16
年
に
市
役
所
に
入
庁
し
、
税
務
課

に
勤
務
。
仕
事
は
や
り
が
い
が
あ
っ
た
が
、

司
法
試
験
制
度
の
変
更
で
社
会
人
か
ら
法
曹

界
を
目
指
す
人
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
夢

が
再
燃
す
る
。
仕
事
の
傍
ら
猛
勉
強
し
、
二

度
目
の
受
験
で
法
科
大
学
院
に
合
格
し
た
。

　

市
役
所
を
退
職
し
て
進
ん
だ
法
科
大
学
院

で
は
、
同
期
は
東
京
大
学
や
京
都
大
学
出
身

な
ど
エ
リ
ー
ト
ぞ
ろ
い
。
追
い
つ
こ
う
と
一

日
中
机
に
向
か
っ
た
。
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
も

な
か
っ
た
た
め
、「
当
時
人
気
が
あ
っ
た
芸

能
人
の
顔
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
」と
笑
う
。

大
学
院
修
了
後
、
二
度
目
の
挑
戦
で
見
事
司

法
試
験
に
合
格
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
岡
市
の
弁
護
士
事
務
所
に
勤

務
し
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
を
担
当
。
経
験
を
積

み
、
昨
年
末
に
帰
郷
し
た
。「
市
役
所
に
い

た
こ
ろ
、
税
金
が
払
え
な
い
人
や
自
己
破
産

手
続
き
の
た
め
に
書
類
を
取
り
に
く
る
人
な

ど
、
困
っ
て
い
る
人
の
生
の
声
を
聞
き
ま
し

た
。
弁
護
士
を
必
要
と
す
る
人
は
多
い
ん
で

す
」。
地
元
で
開
業
し
た
の
は
そ
の
た
め
だ
。

　
「
敷
居
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
弁
護
士

に
相
談
で
き
ず
に
手
遅
れ
に
な
る
人
も
い

る
。
地
元
出
身
の
〝
顔
の
見
え
る
弁
護
士
〟

と
し
て
、
そ
う
い
う
人
を
な
く
し
た
い
」

市職員から弁護士に転身し
法律事務所を開業した

中嶽 修平 さん（九日町）

なかたけ　しゅうへい
昭和56年９月９日生まれ。A型。球磨郡水上
村出身。人吉高校から熊本大学法学部に進学。
平成16年に人吉市役所に入庁し、税務課諸
税係に勤務する。同20年に退職して大阪大
学法科大学院に入学。大学院修了後、同24
年に司法試験に合格。司法修習を終え、同
25年に福岡県弁護士会に登録し弁護士とな
る。ことし３月１日、上青井町に「ひとよし
法律事務所」を開業。事務所の名前は「地元
に根付いてやっていきたい」との思いから。

人吉から始まる新しい林業

3 2広報ひとよし　４月号HITOYOSHI　2016.04.01



人
吉
か
ら
始
ま
る

新
し
い
林
業

特
集

 　

人
吉
市
で
は
現
在
、
Ｇ
空
間
（
地
理
空
間
）
情
報
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
と
い
っ
た
最
先
端

技
術
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

新
し
い
林
業
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」。
未
来
の
林
業
が
、
人
吉
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

市
企
画
課
成
長
戦
略
室
・
市
農
林
整
備
課
林
務
係
（
☎
㉒
２
１
１
１
）

林
業
の
ま
ち
人
吉
の
現
状

　

人
吉
市
は
、古
く
か
ら
木
の
恵
み
を
授
か
っ
て
き
た
林
業
の
ま
ち
。

地
域
活
性
化
に
向
け
、
再
び
林
業
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

林
業
の
ま
ち
人
吉

　
「
人
吉
市
は
林
業
の
ま
ち
」
と

聞
い
て
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？　

実
は
市
内
の
林
業
関
係
事

業
所
数
は
県
内
で
最
も
多
く
、
全

国
の
市
区
町
村
の
中
で
も
７
番
目

の
多
さ
で
す
。
市
内
に
あ
る
事
業

所
の
う
ち
林
業
関
係
事
業
所
の
割

合
も
全
国
の
自
治
体
と
比
べ
て
高

く
、「
人
吉
市
は
林
業
の
ま
ち
」

と
言
え
ま
す
。

　

市
の
面
積
の
75
㌫
が
森
林
と
い

う
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
人
吉
市

で
は
、
昔
か
ら
林
業
が
盛
ん
で
し

た
。
観
光
遊
覧
船
の
球
磨
川
下
り

は
そ
の
昔
、
木
材
な
ど
の
物
資
運

搬
と
し
て
繁
栄
。
そ
の
後
交
通
手

段
が
鉄
道
に
移
る
と
、
肥
薩
線
や

湯
前
線
（
現
・
く
ま
川
鉄
道
）
は
、

人
吉
盆
地
の
木
材
輸
送
を
担
う
鉄

道
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
外
国
産
の
輸
入
木
材

に
押
さ
れ
て
、
国
産
材
の
生
産
量

は
減
少
。
年
々
林
業
に
携
わ
る
人

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。現
在
は
、

市
内
の
林
業
関
係
事
業
所
は
全
国

的
に
み
て
多
い
も
の
の
人
員
は
不

足
し
、従
事
者
の
高
齢
化
が
進
行
。

間
伐
の
未
実
施
や
放
置
林
な
ど
、

管
理
さ
れ
て
い
な
い
森
林
も
増
え

て
い
ま
す
。

日
本
の
林
業
の
課
題

　

日
本
の
国
土
の
約
70
㌫
を
占
め

る
の
は
森
林
で
す
。
日
本
は
、
先

進
国
の
中
で
も
森
林
の
割
合
が
高

い
世
界
有
数
の
森
林
国
。
森
林
資

源
は
国
内
で
自
給
で
き
る
数
少
な

い
資
源
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、

日
本
は
世
界
有
数
の
木
材
輸
入
国

で
も
あ
り
、
木
材
自
給
率
は
31
㌫

（
平
成
26
年
）。
近
年
は
、
国
産
材

の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
自
給
率
が

少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

　

自
給
率
の
低
さ
の
原
因
の
一
つ

は
、
人
手
不
足
。
林
業
は
、「
も

う
か
ら
な
い
」「
き
つ
い
、
汚
い
、

危
険
と
い
っ
た
“
３
Ｋ
”
の
仕
事
」

な
ど
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ま
り
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
自
給
率
を
さ
ら
に
上

げ
る
た
め
、
収
益
の
改
善
や
林
業

従
事
者
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

最
先
端
技
術
で
林
業
を
変
え
る

　

本
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

総
務
省
委
託
の
「
Ｇ
空
間
シ
テ
ィ

構
築
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
事
業
で
は
、産
学
官（
民

間
企
業
、
大
学
、
国
・
人
吉
市
）

が
連
携
し
、Ｇ
空
間
（
地
理
空
間
）

情
報
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

と
い
う
最
先
端
技
術
を
使
っ
た
防

災
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
最
先
端
技
術
を
、
本
市
の

豊
富
な
森
林
資
源
に
も
活
用
。
昨

年
11
月
、
先
駆
的
事
業
を
国
が
応

援
す
る
「
地
方
創
生
先
行
型
交
付

金
（
上
乗
せ
タ
イ
プ
Ⅰ
）」
に
事

業
が
採
択
さ
れ
、「
ス
マ
ー
ト
林

業
事
業
」
と
し
て
林
業
問
題
の
解

決
に
向
け
た
新
し
い
林
業
の
創
出

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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管
理

流
通

加
工

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
や
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と

い
っ
た
国
々
は
、
世
界
的
に
見
て

も
林
業
が
盛
ん
で
す
。
そ
の
国
々

で
は
、
男
の
子
が
将
来
就
き
た
い

仕
事
の
上
位
に
「
林
業
」
が
挙
が

る
な
ど
、
子
ど
も
が
憧
れ
る
職
業

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
吉
市
の
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」

を
進
め
る
私
た
ち
産
学
官
関
係
者

は
そ
う
い
っ
た
状
況
を
知
り
、「
日

本
の
林
業
も
、
子
ど
も
た
ち
が
憧

れ
る
職
業
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
」

と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

こ
の
思
い
を
実
現
さ
せ
る
林
業
こ

そ
が
、
本
市
が
考
え
る
「
ス
マ
ー

ト
林
業
」
で
す
。
そ
の
実
現
に
向

け
て
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
掲

げ
、
最
先
端
技
術
を
最
大
限
に
活

用
し
て
、
新
し
い
林
業
を
創
出
す

る
た
め
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
林
業
で
は
、
木
を
切

り
出
す「
川
上
」、そ
の
木
を
選
別
・

加
工
し
て
木
材
に
す
る
「
川
中
」、

加
工
さ
れ
た
材
木
を
使
う「
川
下
」

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
つ
な
が
り
、
木
材
情

報
を
共
有
し
て
効
率
的
な
作
業
を

す
る
こ
と
で
低
コ
ス
ト
化
を
目
指

し
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
各
分
野
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
協
力
し
て

進
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
す
。現
在
市
が
考
え
て
い
る「
ス

マ
ー
ト
林
業
構
想
」
は
、
取
り
組

み
の
進
み
具
合
に
合
わ
せ
て
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、「
子

ど
も
た
ち
が
憧
れ
る
職
業
に
林
業

を
」
と
い
う
思
い
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

スマート林業のイメージ

スマート林業の
構想図

○今までにない先進技術を活用

○国内森林資源を有効活用

○コンピューターなどさまざまな機械に通信機能を持たせ、互いに通信させる機能を
　活用した、生産から物流までの情報を関係企業で共有して流通を効率化させるシス
　テム森林サプライチェーンマネージメント（森林SCM）の構築

○安全で快適な職場環境

○若い担い手が、質の高い生活を送る

○資源豊かな地方を拠点に活動

○必要な情報が、必要な量だけ、必要なときに手に入る

○林業は子どもたちが憧れる仕事

くま中央森林組合

技師 眞鍋 豊
とよひろ

宏さん

市
農
林
整
備
課

主
任 

古
賀 

靖や
す
あ
き章

有限会社 三和物産

専務 光永 潔
き よ し

史さん

株式会社 人吉素材流通センター

専務取締役 黒肥地 孝一さん

　スマート林業では山の起
伏などの情報が分かるの
で、安全な経路で林業機械
を入れることができます。
また、森林組合では未整備
の森林所有者に伐採などの
提案をしていますが、木の
大きさや数が把握できるた
め、所有者に具体的な数字
を提示することができま
す。業務の簡素化・効率化
を期待しています。

　スマート林業では、生産
現場の情報から木材需要の
情報まで、データの把握が
可能になります。データを
共有することで、事業所間
のやり取りが簡素化して作
業の効率が上がることを期
待します。さらに、今後の
林業の活性化につながるよ
う、国産の木材を優先的に
使う取り組みも構築できれ
ばと思います。

　取り扱う原木は、大きさ
や状態を確認するため、実
際に山へ足を運んで確認し
ます。正確な立木の情報が
手元で分かれば、わざわざ
現地に足を運ぶ必要がなく
なります。木材の特注品が
入ったときも、対応できる
原木があるのか瞬時に分か
るため、さまざまな需要に
対応することができるよう
になると思います。

スマート林業に期待することを林業関係者に聞きました

市
の
担
当
者
が
語
る

ス
マ
ー
ト
林
業
に
取
り
組
む
理
由

人吉から始まる新しい林業特集

航空レーザー計測や
デジタル航空写真で、
立木・地形などの
高度な情報を把握

衛星やドローン、
高性能林業機械など
先端技術を活用

雇用を創出

←航空レーザーで計測した森林情報の表示例

山林所有者

林業生産者

木材加工業者

木材需要者
原木市場

立木・地形情報

木材の生産・需要情報を共有

建設部材設計情報

林業関係情報の流れ

ス
マ
ー
ト
林
業
が
目
指
す
未
来

　
　

最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
た
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
は
、
生
産
を

効
率
化
し
、
林
業
を
魅
力
あ
る
職
業
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

必要な情報が
すぐ手に入る

地域の森林資源を
有効活用
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INTERVIEW

　

下
永
野
町
の
市
有
林
で
３
月
12

日
、「
九
電
の
森
ひ
と
よ
し
植
樹

活
動
」
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
九

州
電
力
の
関
係
者
や
市
内
の
小
学

生
が
、
未
来
の
豊
か
な
森
林
を

願
っ
て
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　

管
理
さ
れ
た
森
林
は
、
土
砂
災

害
を
防
い
だ
り
、
水
を
た
く
わ
え

た
り
、
生
き
物
の
す
み
か
に
な
っ

た
り
と
多
く
の
働
き
が
あ
り
ま

す
。
森
林
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

に
は
「
森
林
の
循
環
」
が
必
要
。

豊
か
な
森
を
循
環
さ
せ
未
来
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
、
人
吉
市
は
ス

マ
ー
ト
林
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
林
業
の
取
り
組
み
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
。
木
で
い
う
と

苗
木
の
状
態
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

天
高
く
育
つ
大
木
を
目
指
し
ま

す
。

林
業
に
、
私
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

林
業
が
盛
ん
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
作
業
は
ほ
ぼ
機
械
が
行
う
の
で
事

故
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
市
場
が
欲
し
が
る
木
材
を

切
り
出
し
て
高
い
収
益
を
得
る
た
め

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム

で
効
率
的
に
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
技
術
を
林
業
に
生
か
す
た

め
の
実
証
実
験
に
今
後
も
取
り
組
み
、

課
題
を
克
服
し
て
安
全
で
も
う
か
る
林

業
を
目
指
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
で
鳥
獣
被
害
対
策
も

　

人
吉
球
磨
地
方
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
が
多

い
場
所
で
す
。
大
切
な
森
林
資
源
を
鳥

獣
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
ど
こ
に
ど
ん

な
動
物
が
ど
れ
く
ら
い
生
息
し
て
い
る

か
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し

か
し
、
関
係
者
や
行
政
だ
け
で
は
と
て

も
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
目
撃
情
報
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
鳥
獣
の
目
撃
情
報
を
報
告
で

き
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え

て
い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
完
成
す
る
新

シ
ス
テ
ム
を
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
皆
さ
ん
か
ら
集

ま
っ
た
情
報
で
鳥
獣
被
害
が
防
げ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
憧
れ
る
林
業
へ

　

雇
用
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
で
は
林
業
に
就
き
た
い
子
ど
も
た
ち

が
ほ
ぼ
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
の
多
く
の
子
ど
も

た
ち
の
憧
れ
の
職
業
は
林
業
で
す
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
木
こ
り
は
、
冷
暖
房

が
効
い
た
頑
丈
な
機
械
に
乗
り
込
み
、

シ
ャ
ツ
１
枚
で
快
適
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
林
業
は
３
Ｋ
の
仕
事
で
は
な
く
、

快
適
で
知
的
な
労
働
と
な
っ
て
い
る
世

界
が
あ
る
の
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
林
業
で
安
全
で
快
適
な
職

場
環
境
を
作
り
、
林
業
を
若
い
人
が
喜

ん
で
働
く
よ
う
な
魅
力
あ
る
仕
事
に
し

た
い
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
憧
れ

る
職
業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

人
吉
は
昔
か
ら
の
山
ど
こ
ろ
。
先
人

た
ち
が
守
っ
て
き
た
資
源
を
生
か
し
、

た
新
し
い
林
業
を
人
吉
か
ら
つ
く
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

安
全
で
も
う
か
る
林
業
を
目
指
す

　

国
内
で
使
用
す
る
木
材
は
年
間

７
千
万
立
方
㍍
。
そ
の
う
ち
７
割
は
輸

入
材
で
す
。
日
本
で
は
毎
年
１
億
立
方

㍍
の
木
が
伐
採
で
き
る
状
態
に
成
長

す
る
た
め
、
国
産
材
が
足
り
な
い
か
ら

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
産
材
が
使
わ
れ
な
い
理
由
は
、

ま
と
ま
っ
た
量
を
供
給
で
き
な
い
こ

と
。
そ
の
原
因
は
林
業
従
事
者
の
人
手

不
足
で
す
。
森
林
資
源
の
量
に
対
し
て
、

林
業
で
働
く
人
は
全
国
で
約
５
万
人
と

少
な
い
。
労
働
力
が
不
足
し
高
い
生
産

が
見
込
め
な
い
の
で
す
。

　

林
業
の
労
働
力
不
足
を
改
善
す
る
に

は
、
低
い
収
益
の
改
善
や
、
け
が
な
ど

の
労
災
発
生
率
を
下
げ
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
で
す
。
課
題
解
決
の
た
め
、
人

吉
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
Ｇ
空
間
情
報

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

鹿児島大学農水産獣医学域農学系教授 
寺
て ら お か

岡 行
ゆ き お

雄 さん
Ｐｒｏｆｉｌｅ

　本市のスマート林業構築に一緒に取り組んでいる鹿児島大学農水
産獣医学域農学系教授の寺岡さんに話を聞きました。

九州大学農学部卒業。鹿児島大学農学部講師
などを経て平成25年から現職。専門は森林
計画学と森林計測学、森林バイオマスに関す
る研究。現在、リモートセンシング技術や
ICTを活用した、森林の見える化による森林
ＳＣＭ構築に向けたICT林業の研究を本市で
取り組んでいる。

実
験
や
視
察
を
行
い
情
報
収
集

　

ス
マ
ー
ト
林
業
事
業
の
実
現
に

向
け
、
人
吉
市
で
は
産
学
官
が
連

携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
は
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
で

計
測
し
た
木
の
大
き
さ
や
位
置
な

ど
の
デ
ー
タ
を
基
に
実
物
と
比
較

す
る
実
証
実
験
を
市
有
林
で
実

施
。
誤
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
精

度
の
高
さ
を
実
証
し
ま
し
た
。

　

先
行
事
例
を
本
市
の
事
業
に
つ

な
げ
る
た
め
、
国
内
外
の
林
業
先

進
地
視
察
も
２
月
に
実
施
。
森
林

整
備
に
必
要
な
情
報
を
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
上
で
管
理
し
、
整
備
の

効
率
化
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム

「
森
林
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
導
入
し
て
い
る
岡
山
県
真

庭
市
と
、
森
林
を
守
る
た
め
の
資

金
と
し
て
外
部
か
ら
投
資
を
募
っ

て
い
る
同
県
西に

し
あ
わ
く
ら
そ
ん

粟
倉
村
を
視
察
。

国
外
で
は
、
生
産
か
ら
物
流
ま
で

の
情
報
を
関
係
企
業
で
共
有
し
て

流
通
の
効
率
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム

や
、
林
業
機
械
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
視
察

し
ま
し
た
。

新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
発
掘

　

３
月
に
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど

技
術
者
か
ら
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
発
掘
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
林
業
応

援
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」
を
開
催
。
ハ
ッ

カ
ソ
ン
と
は
、「
ハ
ッ
ク
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書

く
こ
と
）」
と
「
マ
ラ
ソ
ン
」
を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
対
話
か

ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
２

日
間
で
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
開
発
し
、
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

競
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
全

国
か
ら
42
人
が
参
加
。
Ｇ
空
間
情

報
な
ど
の
技
術
や
機
器
を
活
用
し

た
新
し
い
林
業
の
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
林
業
関
係
者
を
対

象
に
、
森
林
が
抱
え
る
課
題
を

知
っ
て
も
ら
う
「
地
域
を
支
え
る

森
林
資
源
や
林
業
に
関
す
る
勉
強

会
」
を
実
施
。
３
月
17
日
に
は
、

産
学
官
の
関
係
者
が
活
用
事
例
を

発
表
す
る
第
３
回
「
Ｇ
空
間
×
Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
人
吉
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
人
吉
市
は
、
今

後
も
ス
マ
ー
ト
林
業
実
現
を
目
標

に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

３

６

７

４

５

２

１
写真１＿視察に行ったスウェーデンの林業現場。林業重機は
ICTを活用したシステムが搭載され、需要に合う原木を切り出
すことができる　写真２＿地元木材をふんだんに使用した真庭
市役所のバス停　写真３＿西粟倉村での意見交換の様子　写
真４＿林業応援ハッカソンでは、参加者たちが最新機器などを
活用して作り上げた新しいシステムを発表した　写真５＿航
空レーザーで計測した木の情報を実物と照らし合わせる実証実
験　写真６＿林業関係者を対象にした勉強会の様子　写真７＿
G空間×ICTシンポジウムでは、参加した市民や関係者に活用
事例を発表した

人吉から始まる新しい林業特集

ス
マ
ー
ト
林
業
実
現
の
た
め
に

　

昨
年
11
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ス
マ
ー
ト
林
業
構
築
事
業
」。

事
業
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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「
人
吉
市
犯
罪
を
許
さ
な
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
い
て
結
成
し

た
西
瀬
・
中
原
・
東
間
・
大
畑
の
４

校
区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
10
周

年
を
迎
え
、表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
町
内
会
長

を
中
心
に
地
域
住
民
が
校
区
ご
と
に

結
成
。
西
瀬
校
区
は
３
月
２
日
に
西

瀬
コ
ミ
セ
ン
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
し
た
人
吉
警
察
署
生

活
安
全
課
の
海う

み
つ
き付

係
長
は
「
人
吉
署

管
内
の
犯
罪
件
数
は
平
成
15
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は

ま
さ
に
10
周
年
を
迎
え
た
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
お
か
げ
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
３

月
21
日
に
読
み
か
聞
か
せ
イ
ベ
ン

ト
「
森
の
Ｍも

ぞ

か

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
お
話
し
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
出
演
は
、
元
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
や
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
で
つ
く
る
グ
ル
ー
プ
「
森
の
お
話

し
会
」。

　

最
初
に
人
吉
の
オ
ペ
ラ
歌
手
・
馬

場
貞さ

だ
ゆ
き至

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
、

絵
本
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
を
歌

で
披
露
。
森
の
お
話
し
会
は
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、

親
子
連
れ
な
ど
が
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
同
日
は
ひ
と
よ
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ボ
ー
イ
の
新
曲
お
披
露
目
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

表彰を受けた西瀬校区防犯パトロール隊の皆さん 読み聞かせイベントに親子連れがいっぱい

犯罪防止の大きな力に
防犯パトロール隊10周年表彰

鉄道ミュージアムで楽しいイベント
森のMOZOCAお話し会

　

人
吉
市
の
地
方
創
生
に
つ
な
げ
よ

う
と
「
ひ
と
よ
し
ア
プ
リ
・
ア
イ
デ

ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
、
３
月
16
日
に

鍋
屋
本
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
吉
市
で
の
生
活
を
便
利
に
し
、

楽
し
む
た
め
の
ア
プ
リ
と
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
全
国
か
ら
24
件

の
応
募
が
あ
り
、
１
次
審
査
を
通
過

し
た
ア
プ
リ
部
門
６
件
と
ア
イ
デ
ア

部
門
７
件
の
中
か
ら
大
賞
作
品
を

決
定
。
大
賞
は
、
観
光
ル
ー
ト
検

索
ア
プ
リ
を
提
案
し
た
「
チ
ー
ム

W

ワ
ー
ク

orkS

シ
ョ
ッ
プ

hop

（
横
浜
市
）」、
相
良

三
十
三
観
音
め
ぐ
り
の
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
た
人
吉
高
生
の
「G

グ
ロ
ー
カ
ル

local 
S

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

tudents

」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

審査員らにアイデアを発表する人吉高生の溝口然
ぜん

君（右）

人吉を楽しむアイデアが満載
ひとよしアプリ・アイデアコンテスト

　

大
畑
小
の
５
・
６
年
生
が
、
２
月

25
日
に
市
内
の
旅
館
３
カ
所
で
職
場

体
験
を
行
い
、
お
か
み
か
ら
話
を
聞

き
接
客
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
県
の

「
地
域
お
し
ご
と
新
発
見
!!
事
業
」

を
活
用
し
た
も
の
。

　

九
日
町
の
「
あ
ゆ
の
里
」
で
は
、

お
か
み
の
有
村
政
代
さ
ん
た
ち
が
講

師
を
担
当
。
参
加
し
た
11
人
の
児
童

は
、
お
客
さ
ん
へ
の
料
理
の
出
し
方

や
客
室
の
ふ
す
ま
を
開
け
て
の
あ
い

さ
つ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
体
験
し

た
尾
方
香こ

う
さ咲
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
へ

の
気
配
り
や
覚
え
な
い
と
い
け
な
い

マ
ナ
ー
な
ど
が
多
く
、
大
変
な
仕
事

だ
と
思
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ふすまを開けてお客さんにごあいさつ

おかみから学ぶおもてなしの心
大畑小 応接・おもてなし体験

市社会福祉協議会会長の松岡市長と握手する今林理事長 ( 左 )

　

よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

20
代
か
ら
40
歳
ま
で
の
会
員
が
活
動

す
る
ひ
と
よ
し
球
磨
青
年
会
議
所

が
、人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
と「
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
に
行
わ
れ
た
調
印
式

で
、
同
会
議
所
の
今
林
理
事
長
は

「
こ
れ
ま
で
も
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ

れ
災
害
支
援
を
し
て
き
た
が
、
今
年

か
ら
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

た
。役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
市
内
の
災
害
発
生
時

に
設
置
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
、
同
会
議
所
は
救
援
活
動
や

備
品
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

災害時の力強い味方に
社協と青年会議所との災害時協力協定

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ

せ
た
市
営
住
宅
消
防
訓
練
を
、
２
月

28
日
に
中
原
団
地
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
白
い
煙
が
上
が
る
の

を
見
つ
け
た
発
見
者
が「
火
事
だ
！
」

と
叫
び
、
住
民
は
集
会
所
へ
避
難
。

消
防
隊
員
が
駆
け
つ
け
、
は
し
ご
を

使
っ
て
２
階
に
取
り
残
さ
れ
た
子
ど

も
を
救
助
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地

元
消
防
団
の
放
水
訓
練
や
住
民
の
消

火
器
訓
練
な
ど
を
実
施
。
中
央
消
防

署
の
宮
原
浩ひ

ろ
しさ
ん
は
「
市
営
住
宅
に

は
た
く
さ
ん
の
人
が
住
ん
で
い
ま
す

が
、
普
段
か
ら
住
民
間
の
つ
な
が
り

を
持
ち
、
避
難
時
の
連
携
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市営住宅の２階から逃げ遅れた子どもを救助

入居者が連携し避難
市営住宅消防訓練

　

春
を
彩
る
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な

ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
２
月
１
日
か

ら
３
月
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
初
企
画
の
若
宮
神
社

お
ひ
な
マ
ル
シ
ェ
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
球
磨
川
下
り
発
船
場

で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
催
。
女お

か
み将
の
会
さ
く
ら
会
が
初
め

て
行
っ
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
者
表
彰
後
、
流
し
び
な
を
行
い
ま

し
た
。
３
月
に
高
校
を
卒
業
し
た
男

女
の
人
間
び
な
と
観
光
関
係
者
ら
が

球
磨
川
下
り
の
木
舟
に
乗
り
、
祭
り

成
功
の
感
謝
を
紙
の
ひ
な
人
形
に
込

め
て
球
磨
川
に
流
し
ま
し
た
。

関係者らが祭り成功の感謝を込めてひな人形を流した

ひな人形に感謝を込めて
人吉球磨は、ひなまつり

　

地
域
住
民
の
学
習
活
動
や
交
流
に

大
き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
中
原
校

区
公
民
館
が
文
部
科
学
省
か
ら
市
内

初
の
「
優
良
公
民
館
表
彰
」
を
受
賞
。

同
公
民
館
長
の
大
坪
次
則
さ
ん
ら
が

３
月
16
日
に
市
長
を
訪
問
し
、
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
で
は
、
多
く
の
地
域
住

民
に
公
民
館
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
標
に
、園
芸
や
写
真
、ベ
ー

コ
ン
作
り
な
ど
数
多
く
の
講
座
を
企

画
。
全
国
で
も
参
加
が
少
な
い
と
さ

れ
る
男
性
や
、
校
区
外
か
ら
の
受
講

者
も
多
く
、
地
域
住
民
が
生
き
生
き

と
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

松岡市長に受賞を報告した大坪館長（左から２番目）と関係者

住民に充実した学習の場を提供
中原校区公民館 優良公民館表彰受賞
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徳
とく

澄
ずみ

 晶
あきら

( 第一中２年 )

井
いの

上
うえ

 敬
あつ

矢
や

( 西瀬小６年 )

宮
みやかわ

川 智
ち

帆
ほ

 ( 第一中 1 年 )

総 所 得 金 額 等
変更前 「基礎控除額 33 万円＋（26 万円×世帯の被保険者数）」を超えない世帯

変更後 「基礎控除額 33 万円＋（26.5 万円×世帯の被保険者数）」を超えない世帯

保険料均等割額の５割軽減対象世帯の例

総 所 得 金 額 等
変更前 「基礎控除額 33 万円＋（47 万円×世帯の被保険者数）」を超えない世帯

変更後 「基礎控除額 33 万円＋（48 万円×世帯の被保険者数）」を超えない世帯

保険料均等割額の２割軽減対象世帯の例

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
3
位
で
あ

り
、
死
亡
者
の
95
㌫
以
上
が
65
歳
以
上
の
方

で
す
。
中
で
も
、
肺
炎
球
菌
と
い
う
細
菌
が

原
因
の
肺
炎
は
、
成
人
の
肺
炎
の
25
～
40
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
重
症
に

な
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な

る
方
は
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
ん
で
い
て
、
過
去
に
1
度
も
23

価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が

な
く
、
次
の
ど
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方
。

①
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

　

の
間
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

　

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・
腎

　

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
方
や

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

　

機
能
に
障
害
が
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手

　

帳
1
級
相
当
の
障
害
が
あ
る
方
）

接
種
期
限　

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で　

※
た
だ
し
、
実
施
医
療
機
関
の
診
療
日
・
診

療
時
間
内

申
込
方
法　

対
象
者
①
の
方
に
は
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
市
高
齢
者

支
援
課
窓
口
（
市
役
所
1
階
④
番
窓
口
）
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
対
象
者
②
の
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

平
成
29
年
３
月
15
日
㈬
ま
で

※
接
種
期
間
中
に
市
外
の
医
療
機
関
や
施
設

に
通
院
・
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
は
市
高

齢
者
支
援
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

接
種
料
金　

２
７
０
０
円
（
医
療
機
関
の
窓

口
で
接
種
後
支
払
い
。
生
活
保
護
世
帯
員
は

無
料
）

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
元
気
・
長
生
き

係
（
☎
㉒
２
１
１
１　

内
線
１
２
３
５
）

実 施 医 療 機 関　

愛甲産婦人科ひふ科医院 愛甲やすらぎ医院 愛生会外山病院 あいだ診療所

有島耳鼻咽喉科医院 伊津野医院 岡医院 願成寺ごんどう医院

球磨病院 小林脳神経外科 しらおく内科クリニック たかはし小児科内科医院

高浜内科医院 田中医院 田中クリニック 手塚病院

辻胃腸科・心療内科 辻循環器科・内科 堤病院 堤病院付属九日町診療所

外山胃腸病院 とやまクリニック胃腸科肛門科 外山内科 豊永耳鼻咽喉科医院

ひとよし内科 人吉リハビリテーション病院 平井整形外科リハビリテーションクリニック

ふかみ耳鼻咽喉科 万江病院 光永医院 やまぐちマタニティ

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

平
成
27
年
度 

明
る
い
選
挙
啓
発
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
・
受
賞
者
紹
介

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や

耐
震
診
断
・
改
修
を
さ
れ
る
方
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
予
算
が
無
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
の
で
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

 

人
吉
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

　

市
内
の
住
宅
を
対
象
に
、
市
に
登
録
し
て

い
る
施
工
業
者
を
活
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
う
場
合
に
限
り
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　

４
月
１
日
㈮

補
助
対
象
住
宅

①
一
戸
建
て
住
宅　
　
　

②
併
用
住
宅
（
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上

　

が
住
居
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
）

③
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
（
個
人
の
専
有
部
分
に

　

限
る
）　

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い

　

な
い
こ
と
。

補
助
対
象
と
な
る
工
事

○
古
く
な
っ
た
外
壁
や
屋
根
、
雨
漏
り
す
る

　

屋
根
、
傷
ん
だ
床
、
壁
、
天
井
、
扉
な
ど

　

の
改
修

○
台
所
、
浴
室
、
便
所
の
改
修

○
購
入
し
た
空
き
家
に
住
む
た
め
の
リ
フ
ォ

　

ー
ム

○
人
吉
市
廃
屋
対
策
条
例
の
対
象
と
な
る
廃

　

屋
の
解
体

※
そ
の
ほ
か
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事
の
種

類
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
の
金
額

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
総
額
の
４
分
の
１　

　
（
上
限
20
万
円
）   

古
く
な
っ
た
家
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
せ
ん
か
？

地
震
の
と
き
、

あ
な
た
の
住
ま
い
は
大
丈
夫
？

人
吉
市
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

受
付
開
始
日　

５
月
６
日
㈭

耐
震
診
断

補
助
対
象
住
宅　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
戸
建
木
造
住
宅　

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

補
助
の
金
額　

耐
震
診
断
に
か
か
っ
た
経

費
の
３
分
の
２
（
上
限
８
万
６
千
円
）

耐
震
改
修

補
助
対
象
住
宅　

右
記
の
補
助
を
活
用
し

て
耐
震
診
断
を
し
た
結
果
、
耐
震
改
修
工

事
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

補
助
の
金
額　

耐
震
改
修
に
か
か
っ
た
経

費
の
23
㌫
（
上
限
82
万
２
千
円
）

問
合
せ　

市
都
市
計
画
課
建
築
係

　
　
　
　

(

☎
㉒
２
１
１
１ 

内
線
２
４
３
５)

　

平
成
27
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
県
民
大
会

で
、「
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

受
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
本
市
の
熊
本
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
吉
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長
賞
に
は
９
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
氏
名
を
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
略
、
学
校
名
・
学
年
は
３
月
現
在
。

熊
本
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
受
賞
作
品

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
自
治
振
興
課
内 

☎
㉒
２
１
１
１ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
２
２
６)

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
は
、
75
歳

以
上
の
方
（
一
部
65
歳
以
上
の
方
）
で
す
。

問
合
せ　

市
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係
（
☎
㉒
２
１
１
１ 

内
線
１
２
２
５
）

人
吉
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

◆
習
字　
　
　
　
　
　
　
　

　

竹た
け

田だ 

り
な
（
人
吉
西
小
３
年
）

　

五ご

島と
う 

裕ゆ
う
か香

（
人
吉
東
小
４
年
）

　

厚あ
つ
ち地 

陽よ
う
け
ん賢

（
西
瀬
小
５
年)

　

井い
の
う
え上 

敬あ
つ
や矢

（
西
瀬
小
６
年
）

　

宮み
や
か
わ川 

智ち

ほ帆
（
第
一
中
１
年
）

　

徳と
く
ず
み澄 

晶あ
き
ら（

第
一
中
２
年
）

　

西に
し 

康こ
う
せ
い成

（
第
二
中
３
年
）　

◆
ポ
ス
タ
ー

　

五ご

島と
う 

裕ゆ
う
か香

（
人
吉
東
小
４
年
）

　

渕ふ
ち
か
み上 

真ま

な奈
（
大
畑
小
５
年
）

優秀賞

入 賞

優秀賞

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
２

年
ご
と
に
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
・
29
年
度
保
険
料
率

【
均
等
割
額
】
４
万
７
９
０
０
円　
　
　

【
所
得
割
率
】
９
・
26
㌫

※
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
と
同
じ
で
す
。

　

保
険
料
の
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
方
の
範
囲

が
以
下
の
よ
う
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
の

保
険
料
軽
減
対
象
者
が
拡
大
し
ま
す

平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
が

決
定
し
ま
し
た
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校　区 東 西 東　間 西　瀬 中　原 大　畑 合　計
対象者（人） 1,560 1,246 1,134 1,015 1,282 394 6,631

受診申込者（人） 609 449 514 483 559 147 2,761
受診申込率 39.0％ 36.0％ 45.3％ 47.6％ 43.6％ 37.3％ 41.6％

３月１日現在の特定健診受診申込率

医療機関 電話番号 医療機関　 電話番号
愛甲産婦人科ひふ科医院 ☎ 22-4020 堤病院付属九日町診療所 ☎ 22-2251
伊津野医院 ☎ 22-3066 手塚病院 ☎ 22-5271
岡医院 ☎ 22-3371 外山胃腸病院 ☎ 22-3221
願成寺ごんどう医院 ☎ 22-4700 とやまクリニック胃腸科肛門科 ☎ 28-3375
球磨病院 ☎ 22-3121 外山内科 ☎ 22-2021
河野産婦人科医院 ☎ 24-3838 浜田醫院 ☎ 22-3415
小林脳神経外科病院 ☎ 24-8331 ひとよし内科 ☎ 24-1211
しらおく内科クリニック ☎ 25-1550 人吉中央温泉病院 ☎ 24-2854
高浜内科医院 ☎ 24-3121 人吉リハビリテーション病院 ☎ 24-6111
たかみや医院 ☎ 24-5611 万江病院 ☎ 22-2357
田中医院 ☎ 24-6127 光永医院 ☎ 22-2366
田中クリニック ☎ 22-7222 みのだ内科循環器科 ☎ 28-3111
辻胃腸科心療内科 ☎ 24-2777 やまぐちマタニティ ☎ 24-2738
堤病院 ☎ 22-0200

※医療機関によって受診できる検診内容が異なります。事前にご確認ください。

医療機関 受診期間：４月１日(金) ～８月31日(水)

検 診 車

期　日 会　場 対象地区

４月 22 日㈮ 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町

４月 23 日㈯ 保健センター 上新町、下新町、北願成寺町、南願成寺町

４月 24 日㈰ 東間コミセン 浪床町、東間上町、東間下町、蓑野町、古仏頂町、木地屋町

4 月 25 日㈪ 東間コミセン 東大塚町、西大塚町、七地町、蟹作町、赤池原町、赤池水無町、矢岳町、
田野町

４月 26 日㈫ 西瀬コミセン 矢黒町、上永野町、下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神町字小柿・
段山

４月 27 日㈬ 保健センター 北泉田町、南泉田町、鬼木町

４月 28 日㈭ 保健センター 二日町、五日町、七日町、九日町、大工町、鍛冶屋町、紺屋町

5 月 22 日㈰ 保健センター 鶴田町、駒井田町、土手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、
上原町、麓町、原城町、富ヶ尾町、中城町

5 月 23 日㈪ 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町、中神町字馬場・段

5 月 24 日㈫ 中原コミセン 中神町字城本・大柿、下原田町字堀・羽田・上野・嵯峨里・荒毛

5 月 25 日㈬ 中原コミセン 上原田町字上原・尾崎・牛塚・菖蒲・馬草野・尾曲・馬氷、下原田町字瓜生田・
西門

5 月 26 日㈭ 保健センター 上青井町、中青井町、下青井町、城本町、瓦屋町

5 月 27 日㈮ 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大畑麓町、
大野町

5 月 28 日㈯ 保健センター 瓦屋町、合ノ原町、井ノ口町、西間下町

5 月 29 日㈰ 保健センター 西間上町、西間下町

※１日当たりの検診できる人数に限りがありますので、対象地区以外の日程で調整させていただく場合があります。

受付時間：午前７時30分～ 11時
　　　　　 ※４月26日(火)と５月25日(水)・27日(金)は午前10時まで

歯周疾患検診を受けましょう
　市では、健康を維持し食べる楽しみを失わないよう、平成28年度に30歳、40歳、50歳、60歳、70歳になる方を
対象に歯周疾患検診を実施します。
　対象者には申し込み案内を送付していますので、ご希望の方はお申し込みください。
受診期間　4月1日(金) ～ 8月31日(水)
申込・問合せ　保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

19 ～ 74歳のための
市民健診 申し込み受付中！

　市民健診の申し込みはお済みですか？ 申し込みはいつでも受け付けています。電話での申し込みや申込書の再発
行もできます。職場健診の方は職場での健診を受診しましょう。
※無料クーポン検診の対象者は、乳がん検診が平成28年度に41歳になる方、子宮頸がん検診が同じく21歳になる方
　です。対象者には５月中旬以降に無料クーポン券を送付する予定です。
※75歳以上（一部65歳以上）の方の後期高齢者健診は９月からです。
申込・問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

医療機関 電話番号 医療機関 電話番号 医療機関 電話番号
愛甲歯科クリニック ☎24-0061 相良歯科医院 ☎22-7722 辻歯科・小児歯科 ☎24-2666
今藤歯科医院 ☎23-2330 佐々木歯科医院 ☎24-4862 中原歯科医院 ☎24-7828
入江歯科医院 ☎22-2798 清水歯科クリニック ☎24-8182 那須歯科医院 ☎22-5048
内山歯科クリニック ☎22-2069 瀬戸歯科医院 ☎22-4078 花田歯科医院 ☎22-2470
瓦屋町歯科 ☎25-1800 第二武末歯科診療所 ☎24-8579 松本歯科医院 ☎22-2928
菊竹歯科 ☎22-2448 武末歯科診療所 ☎23-5269 御手洗歯科医院 ☎22-2210
熊埜御堂歯科医院 ☎22-3958 竹田歯科診療所 ☎24-2206 湯本歯科医院  ☎24-8899
斉藤歯科クリニック ☎22-3110 たなかファミリー歯科 ☎23-6871 与田歯科医院 ☎24-6482

毎年受けよう !

市民健診問診票を
郵送します。 ⇒

● 検 診 車 受 診 を
　 申 し 込 ん だ 方

受診票記載の日時に会場へお越しください。指定日の都合が
悪い方は、日程表の中で都合がいい日にお越しください。

● 医療機関受診を
　 申 し 込 ん だ 方

医療機関に電話で受診予約をしてから健診を受けてください。

受診までの流れ
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22−２１１１
カルチャーパレス ☎24−３３１１ スポーツパレス ☎22−１６８８ 水 道 局 ☎22−５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24−８４２０ 石 野 公 園 ☎22−６７００ 人吉城歴史館 ☎22−２３２４

お
知
ら
せ

「
お
出
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

 

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

１
人
で
も
乳
幼
児
を
保
育
す
る

事
業
者
は
届
け
出
が
必
要
で
す

農
地
転
用
許
可
の
期
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

紙
お
む
つ
等
助
成
事
業

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
20
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

紅
取
交
流
サ
ロ
ン(

中
神

町
大
柿
１
０
５
番
地
３)

テ
ー
マ　

散
歩
「
れ
ん
げ
畑
を
見

に
行
こ
う
」

対
象　

お
お
む
ね
3
歳
未
満
の
乳

児
童
扶
養
手
当
の
４
月

支
払
い
分
を
振
り
込
み
ま
す

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
、
認
可
外
保

育
施
設
の
届
け
出
対
象
な
ど
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

【
主
な
変
更
点
】

①
届
け
出
対
象
人
数
の
変
更

　
　

こ
れ
ま
で
は
１
日
に
保
育
す

　

る
乳
幼
児
が
６
人
以
上
の
場
合

　

に
県
に
届
け
出
が
必
要
で
し
た

　

が
、
４
月
１
日
㈮
以
降
は
、
１

　

人
以
上
の
保
育
を
行
う
場
合
は

　

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の

　

届
け
出

　
　

既
に
届
け
出
を
し
て
い
る
事

　

業
者
も
、
子
ど
も
の
預
か
り
サ

　

ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

　

を
活
用
し
て
い
る
場
合
は
サ
イ

　

ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
届
け
出
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

③
研
修
の
受
講
状
況
の
届
け
出

　
　

保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も

　

を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
積
極
的

　

に
研
修
を
受
講
し
、
保
育
従
事

　

者
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

　

が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、

　

訪
問
型
保
育
事
業
（
ベ
ビ
ー
シ

　

ッ
タ
ー
）
や
１
日
に
保
育
す
る

　

乳
幼
児
の
数
が
５
人
以
下
の
認

　

可
外
保
育
施
設
は
、
研
修
の
受

　

講
状
況
も
届
け
出
が
必
要
に
な

　

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
子
ど
も
未
来
課
（
☎

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
２
７
）

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.pref.kum
am

oto.jp/
kiji_14735.htm

l

　

４
月
支
払
い
分
（
平
成
27
年
12

月
～
平
成
28
年
３
月
分
）
の
児
童

扶
養
手
当
は
、
４
月
11
日
㈪
に
指

定
の
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方

に
は
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。
急

い
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

４
月
か
ら
、
農
地
転
用
許
可
に

関
す
る
権
限
の
一
部
が
県
か
ら
市

に
移
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
転

用
面
積
が
３
千
平
方
㍍
以
下
の
場

合
は
申
請
か
ら
許
可
ま
で
の
期
間

が
１
カ
月
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
農
業
委
員
会
で
受

け
付
け
ま
す
。
審
査
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
農
地
法
に
基
づ
い
て
行

い
ま
す
。

問
合
せ　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
・
支
援

す
る
た
め
に
、
介
護
用
品
の
利
用

券
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
常
時
お
む
つ
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
う
ち
、
同

居
家
族
全
員
が
市
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
要
介
護
４
か
５
に
当
て
は

ま
る
方

利
用
券
助
成
額　

１
カ
月
上
限

８
千
円
、
年
間
上
限
９
万
６
千
円

※
利
用
券
は
市
が
指
定
す
る
介
護

用
品
取
扱
店
で
し
か
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

対
象
介
護
用
品　

紙
お
む
つ
、
は

か
せ
る
お
む
つ
、
平
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、ゴ
ム
手
袋
、ウ
エ
ッ

ト
タ
オ
ル
（
尻
拭
き
用
）、
お
む

つ
カ
バ
ー
、
防
水
シ
ー
ツ

※
申
請
す
る
と
き
は
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
市
高
齢
者
支
援
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
元

気
・
長
生
き
係

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

４
月
15
日
㈮

問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎

９
５
６
６
）

は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
券

を
交
付
し
ま
す

　

市
指
定
の
鍼
灸
院
な
ど
で
施
術

を
受
け
た
と
き
に
、
１
回
に
つ
き

１
枚(

５
０
０
円)

を
助
成
し
ま
す
。

交
付
対
象
者　

市
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯　

１
世
帯
に
つ
き
年
度
内
に
２
冊
ま

で
交
付
し
ま
す
（
１
冊
24
枚
つ
づ

り
）。
２
冊
目
は
１
冊
目
を
全
部

使
用
し
て
か
ら
交
付
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者　

１
人
に
つ
き
年
度
内
に
１
冊
交
付

し
ま
す
（
１
冊
12
枚
つ
づ
り
）。

申
請
方
法　

保
険
証
と
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紛
失
・
破
損
な
ど
の
場
合
は
再

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
険
年
金
課

主な変更点　
●  「総務課秘書広報係」の秘書機能と広報機能を分離し、「企画課秘書係」と「企画課シティプロモーション推進室」へ。
●「企画財政課」の企画部門と財政部門を分離し「企画課」と「財政課」を新設。
●「自治振興課地域振興係」の公共交通部門と定住促進などの部門を分離し、「交通政策係」と「企画課シティプロモー
　ション推進室」へ。
●「自治振興課肥薩線世界遺産推進室」の業務を「交通政策係」へ。

４月１日から市役所の組織が変わります
変更する組織機構は次のとおりです。ご理解とご協力をお願いします。

これまで ４月１日から

【問合せ】　市総務課職員係
　　　　　（☎２２－２１１１　内線２１２１）

部 課 係（室）

総
務
部

総務課
法制係
職員係

企画課
企画政策係
秘書係
シティプロモーション推進室

財政課
財政係
行政経営係

自治振興課
自治支援係
交通政策係

契約管財課
契約検査係
情報システム係
管財係

防災安全課 防災安全係

部 課 係（室）

総
務
部

総務課
法制係
職員係
秘書広報係

企画財政課
企画政策係
財政係
行政経営係

自治振興課
自治支援係
地域振興係
肥薩線世界遺産推進室

契約管財課
契約検査係
情報システム係
管財係

防災安全課 防災安全係

組織の変更に伴い、以下の業務の担当課が変わります。手続きなどで市役所へお越しの場合はご注意ください。
●自動車臨時運行許可（仮ナンバー）申請に関する業務　　総務部防災安全課→市民部税務課（市役所本庁舎１階）
●国際交流事業に関する業務　　総務部自治振興課→教育部社会教育課（市役所別館２階）
●公平委員会業務　　監査委員会事務局→総務部自治振興課（市役所本庁舎２階）
●ふるさと納税業務　　市民部税務課→総務部企画課（市役所本庁舎２階）
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▲城下町パレードの様子

田
野
高
原
で
ワ
ラ
ビ
狩
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

人
吉
お
城
ま
つ
り

参
加
者
募
集

小
型
車
両
系
建
設
機
械

講
習
会

高
齢
者
の
た
め
の
職
業
紹
介

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

４
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈮
広
報
配
布

２
㈯

３
㈰

4
㈪

５
㈫

６
㈬
春
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式(

ふ
る

さ
と
歴
史
の
広
場)

７
㈭

８
㈮
市
内
小
・
中
学
校
始
業
式

９
㈯
民
謡
民
舞
九
州
地
区
大
会
（
CP
、
～

10
日
）

10
㈰

11
㈪
市
内
小
・
中
学
校
入
学
式

12
㈫

13
㈬

14
㈭

15
㈮
広
報
配
布
、
人
吉
市
戦
没
者
追
悼

式(

CP)

16
㈯

17
㈰
田
野
高
原
ワ
ラ
ビ
狩
り(

～
５
月
31
日)

18
㈪

19
㈫

20
㈬

21
㈭

22
㈮

23
㈯

24
㈰

25
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭
田
野
高
原
ワ
ラ
ビ
狩
り
と
山
菜
料

理
の
食
体
感
ツ
ア
ー
、
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー(

CP)

29
㈮
昭
和
の
日

30
㈯
人
吉
お
城
ま
つ
り(

ふ
る
さ
と
歴
史

の
広
場
、
～
5
月
１
日)

催 

し 

物

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

募
　
　
集

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修

講
座
・
教
室

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め

声
掛
け
を
実
施
中
！

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
の
特

殊
詐
欺
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
中
、
県

内
で
は
１
０
７
件
、
被
害
総
額

３
億
１
９
０
０
万
円
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
金
融

機
関
の
窓
口
で
高
齢
者
が
高
額
現

金
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
場
合
、

職
員
が
声
を
掛
け
る
こ
と
や
、
振

り
込
み
や
小
切
手
で
の
支
払
い
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

九
州
財
務
局
金
融
監
督

第
一
課
（
☎
０
９
６
‐
３
５
３
‐

６
３
５
１
）

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
小
学
３
年
生
～
高

校
生
対
象
の
海
外
研
修
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
１
人
で
の
参
加

や
初
め
て
海
外
へ
行
く
方
が
多

く
、
事
前
研
修
や
仲
間
づ
く
り
指

導
も
あ
る
の
で
安
心
で
す
。

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、

英
語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活

動
な
ど

派
遣
先　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
ジ
ー
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
イ
パ
ン
、
モ

ン
ゴ
ル

日
程　

７
月
22
日
㈮
～
８
月
14
日

㈰
の
う
ち
の
８
～
18
日
間

対
象　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年

生
※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
対
象
学
年

が
異
な
り
ま
す
。

参
加
費　

25
万
～
69
万
円

申
込
締
切　

５
月
26
日
㈭

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

公
益
財
団
法
人
国
際
青

少
年
研
修
協
会
（
☎　

６
４
１
７

‐
９
７
２
１
）　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

kskk.or.jp

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青

少
年
（
日
本
人
・
外
国
人
）
が
野

外
活
動
を
共
に
し
な
が
ら
友
情
を

深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
や
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

内
容　

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活

　

田
野
町
で
は
毎
年
、
野
焼
き
を

行
っ
た
後
に
田
野
高
原
を
開
放
し

て
い
て
、
山
菜
収
穫
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
や
仲
間
と
一

緒
に
、
春
を
感
じ
な
が
ら
ワ
ラ
ビ

狩
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日　

４
月
17
日
㈰
～
５
月
31
日

㈫時
間　

午
前
７
時
～
午
後
５
時

場
所　

田
野
町　

美み
は
る
や
ま

晴
山

※
野
焼
き
を
し
て
あ
る
の
で
マ
ダ

ニ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
袋
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

料
金　
（
入
山
料
）
大
人
４
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

問
合
せ　

田
野
町
内
会
長
・
元
田

宗む
ね
は
る治

さ
ん
（
☎
㉙
０
１
２
６
）

対
象
者　

小
型
車
両
系
建
設
機
械

（
機
体
質
量
3
㌧
未
満
）
の
運
転

業
務
に
従
事
す
る
18
歳
以
上
の
方

講
習
日
時　

相　
　

談

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
生
き
が
い

の
あ
る
健
康
で
明
る
い
生
活
を

送
っ
て
も
ら
う
た
め
、
長
年
培
っ

た
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し

て
就
職
で
き
る
よ
う
、職
業
相
談
・

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日　

毎
週
月
・
水
・
金
曜

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
保
健
所
（
総
務
福
祉

課
内
）
※
65
歳
未
満
の
方
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職

業
紹
介
所
球
磨
相
談
所
（
☎
㉒

２
６
５
６
）

体
験
、
野
外
炊
飯
体
験
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
野
宿
体
験
な
ど

期
日　

８
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮　

４
泊
５
日

場
所　

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年

生定
員　

日
本
人
80
人
、
外
国
人
20

人申
込
締
切　

７
月
８
日
㈮

※
説
明
会
を
全
国
10
カ
所
で
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

公
益
財
団
法
人
国
際
青

少
年
研
修
協
会
（
☎　

６
４
１
７

‐
９
７
２
１
）　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

kskk.or.jp

市指定ごみ袋のデザインが変わります
　平成28年度から、市指定ごみ袋のデザインを変更します。サイズと価格（ごみ処理手数料）は
これまでと変わりません。
　今後、燃えるごみ・燃えないごみ・資源ごみの種類やサイズごとに、順次新デザインのごみ袋
が店頭に並びます。４月１日(金)以降も旧デザインの市指定ごみ袋はそのまま使用できます。
問合せ　市環境課廃棄物対策係（☎２２－２１１１ 内線２７１２）

変更後のデザイン

▲ 
燃
え
る
ご
み

▲ 
燃
え
な
い
ご
み

▲ 
資
源
ご
み

こ
い
の
ぼ
り
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

石
野
公
園
で
は
、こ
と
し
も「
こ

い
の
ぼ
り
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し

ま
す
。「
お
子
さ
ん
の
名
前
入
り

の
ぼ
り
旗
」
と
「
こ
い
の
ぼ
り
」

を
石
野
公
園
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ

ん
か
？

設
置
場
所　

石
野
公
園
一
帯

料
金　

１
万
６
千
円
（
こ
い
の
ぼ

り
２
匹
と
名
旗
）

設
置
期
間　

４
月
中
旬
～
５
月
31

日
㈫
※
申
し
込
み
か
ら
設
置
ま
で

１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
設
置

が
終
わ
り
次
第
連
絡
し
ま
す
。
↖

申
込
方
法　

石
野
公
園
に
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

５
月
31
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

石
野
公
園

【
学
科
】
５
月
17
日
㈫　

午
前
９

時
～

【
実
技
】
５
月
18
日
㈬　

午
前
９

時
～

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員　

40
人

受
講
料　

1
万
５
千
円

申
込
期
間　

４
月
18
日
㈪
～
５
月

10
日
㈫

※
全
日
程
を
修
了
し
た
方
に
は
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒

２
４
７
５
）

●
城
下
町
パ
レ
ー
ド

　

団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
祭
り

を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？

期
日　

４
月
30
日
㈯

時
間　

午
後
７
時
～
９
時（
予
定
）

参
加
対
象　

企
業
や
各
種
団
体

コ
ー
ス　

出
町
橋
～
九
日
町
～
五

日
町

部
門　

①
六
調
子
踊
り
部
門

　
　
　

②
み
こ
し
部
門

　
　
　

③
そ
の
ほ
か
の
部
門

申
込
締
切　

４
月
13
日
㈬

●
城
下
町
！　

日
本
遺
産
連
想

リ
レ
ー

　

区
間
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
障
害

物
競
争
を
し
な
が
ら
リ
レ
ー
を
し

ま
す
。

期
日　

４
月
30
日
㈯

時
間　

午
後
６
時
～
7
時(

予
定)

対
象　

高
校
生
以
上
（
高
校
生

チ
ー
ム
の
場
合
、
保
護
者
の
承
諾

が
必
要
で
す
）

募
集
チ
ー
ム
数　

男
性
の
部
、
女

性
の
部
そ
れ
ぞ
れ
10
チ
ー
ム
（
先

着
順
）

チ
ー
ム
構
成　

１
チ
ー
ム
選
手
４

人
、
補
員
１
人
以
内
（
職
場
の
仲

間
、
家
族
、
友
達
な
ど
編
成
は
自

由
で
す
）

区
間　

①
球
磨
病
院
前
～
南
日
本
銀
行
前

②
南
日
本
銀
行
前
～
一
富
士
旅
館
前

③
一
富
士
旅
館
前
～
肥
後
銀
行
前

④
肥
後
銀
行
前
～
オ
リ
ン
ピ
ア
前

賞
金　

優
勝
チ
ー
ム
３
万
円
、
２

位
２
万
円
、
３
位
１
万
円

※
参
加
賞
と
し
て
、
大
会
終
了
後

に
景
品
が
当
た
る
抽
選
大
会
が
あ

り
ま
す
。

申
込
締
切　

４
月
20
日
㈬

●
両
方
共
通

申
込
方
法　

事
務
局
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

問
合
せ　

日
本
百
名
城 

人
吉
お

城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
観
光
振
興
課
内
）
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監修： 岩坂 秀巳(奈良教育大学特別支援教育研究センター長)

ようこそ としょかんへ！

問 図書館　☎２４–３５１８

この本よかばい！

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合はその翌日）

児童

一般

問 市保健センター母子保健係(☎２４－８４２０)

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

３歳までの子どもの写真募集中！

連絡先を忘れずに

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
市企画課広報担当
（☎ 22–2111）
電子メール
kikaku@city.hitoyoshi.lg.jp

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

●
「
名
義
貸
し
」
で
も
自
分
の
借
金
に
な

　

り
ま
す
！

　
「
名
義
貸
し
」
を
し
た
場
合
、
カ
ー
ド

を
他
人
が
使
用
し
て
借
り
た
と
し
て
も
、

借
金
の
返
済
は
カ
ー
ド
の
契
約
者
に
請
求

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
ら
カ
ー
ド
を
貸
し

た
と
い
う
過
失
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
い
い
ア
ル
バ
イ
ト
が

あ
る
」
な
ど
と
情
報
が
拡
散
し
て
い
ま
す

が
、簡
単
に
信
じ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

● 

断
る
勇
気
を
！

　

友
達
や
先
輩
の
話
を
断
り
き
れ
ず
に
契

約
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
案
は
人
間
関
係
に
便
乗
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
断
る
勇
気

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
と
き
は
、

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

じぃじ、ばぁちゃん、
いつもありがとう

板
いたざき

崎 大
そ ら

空ちゃん
３歳（中神町段）

平成24年８月10日生

寛行パパ

楡 周平／新潮社

エドガー・アラン・ポー／理論社

世界名作ショートストーリー ５
 ポー

　

お
台
場
に
建
設
さ
れ
る
カ
ジ

ノ
場
の
企
画
運
営
を
任
さ
れ
た

チ
ー
ム
は
、
世
界
の
ど
こ
に
も

な
い
「
お
も
て
な
し
」
カ
ジ
ノ

を
実
現
す
べ
く
奔
走
す
る
。　

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
経
済
の
裏
表
を

リ
ア
ル
に
描
く
痛
快
起
業
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

謎
め
い
た
作
家
エ
ド
ガ
ー
・

ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
短
編
集
。
恐

怖
小
説
的
要
素
の
強
い
「
黒

猫
」、不
思
議
な
味
わ
い
の
「
楕

円
形
の
肖
像
画
」
な
ど
、
多
彩

な
７
編
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
メ
リ
や
サ
キ
な
ど
、

ほ
か
の
作
家
に
よ
る
同
シ
リ
ー

ズ
も
あ
り
ま
す
。

ラストフロンティア 新
刊
案
内 (

３
月
の
新
刊
か
ら)

おねえちゃん、いっぱ
い遊んでね

おしゃべりもイタズラ
も上手な遥斗。スクス
ク育ってね

手
て ぜ ん

銭 拓
た く み

幹ちゃん 濱
は ま だ

田 遥
は る と

斗ちゃん
３歳（浪床町） １歳（鍛冶屋町）

平成25年２月２日生 平成26年４月19日生

充パパ・寛子ママ 慎也パパ・彩香ママ

４月の休館日
４日、11日、18日、25日

　
「
消
費
者
金
融
の
カ
ー
ド
を
作
れ
ば
簡

単
に
お
金
が
も
ら
え
る
」
と
誘
わ
れ
、
お

金
と
引
き
換
え
に
他
人
に
カ
ー
ド
を
渡
し

て
し
ま
い
、
そ
の
カ
ー
ド
で
高
額
の
お
金

が
借
り
ら
れ
て
し
ま
う
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、い
わ
ゆ
る「
名
義
貸
し
」

と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
借
金
の
返
済
は

カ
ー
ド
の
名
義
人
に
請
求
さ
れ
ま
す
。
消

費
者
金
融
か
ら
高
額
請
求
が
届
い
て
初
め

て
被
害
に
気
付
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

事
例

　

高
校
の
同
級
生
か
ら
「
カ
ー
ド
を
作
っ

て
簡
単
に
お
金
が
入
る
話
が
あ
る
」
と
電

話
が
あ
っ
た
の
で
話
を
聞
い
た
。

　

同
級
生
と
別
の
男
性
と
話
し
を
し
て
、

そ
の
男
性
の
指
示
通
り
に
無
人
契
約
機
で

限
度
額
１
０
０
万
円
の
カ
ー
ド
を
作
っ

た
。
カ
ー
ド
は
す
ぐ
そ
の
男
性
に
渡
し
、

５
万
円
を
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
男
性
か
ら
は
「
カ
ー
ド
は
す
ぐ
に

解
約
す
る
。
手
続
き
に
１
カ
月
か
か
る
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
男
性
か
ら
「
誰

か
紹
介
し
て
欲
し
い
。
お
礼
は
す
る
」
と

言
わ
れ
て
同
級
生
を
数
人
紹
介
し
た
。
そ

の
う
ち
数
人
が
カ
ー
ド
を
作
っ
た
。

　

そ
の
後
、
男
性
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な

り
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら
高
額
な
借
金
の
督

促
が
あ
っ
て
い
る
。

カ
ー
ド
の
名
義
貸
し
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル

　市保健センターでは『ほめかた絵本』という、子
育て中の保護者のための絵本を貸し出しています。
　この絵本は、子どもの褒め方のポイントが丁寧に
説明してあります。今回は、その中の一部をお伝え
します。

上手な褒め方をマスターしましょう
●良い行動はすぐに褒めましょう。すぐに褒めてあ
　げることで、どの行動が良かったのか子どもが理
　解出来ます。
● 子どもと同じ高さに視線を合わせましょう。
●子どもが良い行動をしたら、「ほんとにすごいよ」
　という気持ちを思いっきり表現しましょう。頭を
　なでたり、抱きしめたりすると効果倍増です。
●１つの行動を２回褒めましょう。良い行動をし始
　めたときに１回、やり終えたときにもう１回褒め
　ることで、１つの行動で２回褒めるチャンスがで
　きます。
●具体的に何が良かったかを伝えてあげましょう。

●「えらかったね」「よかったね」「頑張ったね」 「あ
　りがとう」「助かった」「うれしいよ」など、いろ
　いろな「褒めことば」で褒めてみましょう。

　褒めたり、褒められたりすると、恥ずかしくもあ
りますが、気持ちがほっこりうれしくなります。そ
の瞬間、自分を好きな気持ちが育っています。
　『ほめかた絵本』にはほかにも褒め上手になるた
めのテクニックがたくさん書かれています。いつで
も貸し出しできますので、気軽にお尋ねください。

あなたの褒め方で子どもが変わる

愛甲 喜美子さん

下林町
三浦しをん／新潮社

風が強く 
吹いている

　

万
引
き
を
し
て
逃
げ
る
大
学
１

年
生
。
そ
の
走
り
に
ほ
れ
こ
み
追

い
か
け
る
大
学
４
年
生
。
こ
の
２

人
を
含
ん
だ
一
つ
屋
根
の
下
に
住

む
10
人
の
大
学
生
が
、
チ
ー
ム
を

作
っ
て
箱
根
駅
伝
を
目
指
す
と
い

う
壮
絶
な
戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　

走
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。
長
距
離
走
ほ
ど
天
分
と
努

力
の
て
ん
び
ん
が
努
力
の
方
に
傾

い
て
い
る
種
目
も
無
い
だ
ろ
う
と

か
、
箱
根
で
勝
ち
続
け
る
に
は
精

神
力
と
本
当
の
意
味
で
の
賢
さ
が

必
要
と
か
、
運
動
音
痴
の
私
に
は

理
解
で
き
ま
せ
ん
が
、
全
コ
ー
ス

を
走
り
切
っ
た
よ
う
な
爽
や
か
な

気
分
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
興
奮
状
態

で
読
み
切
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
箱
根
駅
伝
中
継
は
、
今

ま
で
以
上
に
楽
し
め
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

「ほめかた絵本」
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人
吉
市
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隼
人
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り
越
え
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
自
分
の
夢
や

目
標
を
か
な
え
る
た
め
に

努
力
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

で
き
る
よ
う
応
援
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
子
ど
も
た
ち
の
力
強
い

理
解
者
と
し
て
温
か
く
見

守
り
、
一
緒
に
歩
ま
れ
ま

す
こ
と
を
切
望
い
た
し
ま

す
。

　

桜
が
咲
く
こ
の
季
節
、

た
く
さ
ん
の
人
が
新
た
な

出
発
を
迎
え
ま
す
。
私
も

心
を
新
た
に
し
、
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
月
、
市
内
の
小
中
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
児
童
・
生
徒

が
学
び
舎や

を
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。
私
も
２
つ
の

学
校
の
卒
業
式
に
出
席
し
、

卒
業
証
書
を
手
に
す
る
子

ど
も
た
ち
の
成
長
し
た
姿

を
拝
見
し
ま
し
た
。

　

私
は
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
で
、
小
学
校

で
は
「
中
学
校
生
活
は
、
知

識
や
技
術
を
ど
ん
ど
ん
吸

収
し
自
分
を
成
長
さ
せ
る

最
高
の
時
期
な
の
で
、
人

と
し
て
の
基
礎
を
し
っ
か

り
と
築
い
て
ほ
し
い
」
と
、

中
学
校
で
は
「
義
務
教
育

を
終
え
、
こ
れ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て

進
む
こ
と
と
な
る
が
、
目

の
前
に
起
き
る
出
来
事
か

ら
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
乗

編
集
後
記

３月12日に市有林での植
樹活動に参加した中原小緑
の少年団の３人。「今は自
分たちより小さいけど、大
きく育ってほしい」と話し
ていました。

「九電の森ひとよし」の植樹
活動に参加した小学生

編
集
室
か
ら

　

昼
間
は
ぽ
か
ぽ
か
暖
か
い

春
ら
し
い
気
候
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
職
場
の
窓
か
ら

見
え
る
人
吉
城
跡
や
歴
史
の

広
場
に
は
親
子
連
れ
の
方
が

遊
び
に
来
ら
れ
ま
す
。
私
も

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
き
た
い
な

と
思
い
な
が
ら
、
仕
事
の
合

間
に
窓
か
ら
見
え
る
風
景
に

ほ
っ
こ
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
の
取
材
先

は
、
原
木
市
場
や
製
材
所
な

ど
木
に
ま
つ
わ
る
場
所
で
し

た
。
原
木
市
場
に
行
っ
た
と

き
、
車
を
降
り
た
途
端
木
の

い
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
バ
タ
バ
タ
取
材
を
し
て

い
る
中
、
木
の
香
り
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
。
今
年
度
も
小
さ

な
癒
し
を
見
つ
け
な
が
ら
広

報
紙
を
作
り
ま
す
♪

お住まいの市町村役場で手続きします

事業主・共済組合を通じて手続きをします

国民年金

1号

2号3号

20歳になったとき

配偶者の扶養に入ったとき

配偶者の扶養から
はずれたとき

会社などを
辞めたとき

配偶者が会社など
を変わったとき 会社などに

勤めるように
なったとき

会社が変わったと
きは、退職年月日と
再就職年月日に注
意！ 一 時 的 に、 夫
婦２人とも第１号
被保険者となる場
合があります。

利用料金 １人 ２人以上
平日の午前７時〜午後８時 600円/１時間 300円/１時間

上記以外 700円/１時間 350円/１時間
病後児（平日の午前

９時～午後６時） 900円/１時間 複数の預かりは
できません

※送迎や食事を伴う場合は別に料金が必要です。料金は依頼会
員が協力会員に直接支払います。

協力会員…子どもの預かりができる方
　市内に住み、自宅で子どもを預かれる方で、心身と
もに健康で子どもが好きな方
※登録のときに基礎講座を受講していただきます。
依頼会員…子どもを預けたい方
　市内に住んでいるか勤務している方で、原則として、
生後６カ月から小学６年生までのお子さんをお持ちの方
両方会員…協力会員、依頼会員の両方をできる方

「こんな育児のお手伝いをしています」
●保育施設までの送迎●保育施設の開始前や終了後の預
かり●学校の放課後や学童保育終了後の預かり●冠婚葬
祭や兄弟姉妹の学校行事のときの預かり●買い物や外出
のときの預かり

問合せ　ファミリーサポートセンターひとよし（市社会福祉協議会内　☎２４－９１９２）

ファミリーサポートセンターひとよし 会員募集中！
　ファミリーサポートセンターとは、地域で子育ての「手助けが必要な方」と

「手助けをしたい方」が相互援助を行う会員組織です。

※上記以外でもお気軽にご相談ください。
※万一の事故に備え、センターで一括して保険に加入します。
※病後児は預かりが出来ない場合があります。
※病中（病気回復に至らない）の場合は預かりが出来ません。

人 生 の 節 目 に は 国 民 年 金 の 加 入 届 け 出 を 忘 れ ず に！
　厚生年金や共済組合を資格喪失した場合や、配偶者の扶養でなくなったときは、国民年金の加入の届け出が必要です。
　国民年金は日本国内に住む20歳以上60歳未満の方が全て加入する公的年金です。人生の節目には国民年金の届け
出を忘れずに！

問合せ　八代年金事務所（☎０９６５－３５－６１２３）、市保険年金課国保年金係（☎２２－２１１１ 内線１２２２）

加入して保険料を納めておくとこんなに安心!!
65歳からの老齢基礎年金
　20歳～ 60歳まで納めると満額の年金が受けられ
ます。保険料を納めていない期間があるときは、そ
れに応じて減額されます。最低25年以上の納付済
期間や免除期間などが必要です。

障がいが残ったときの障害基礎年金
　国民年金加入中の病気やけがで身体に障がいが
残ったときに支給されます。未加入期間や未納期
間があると支給されないことがあります。

万が一のときの遺族基礎年金
　国民年金加入中に死亡したときに、その人が生
計を維持していた18歳未満の子どもがいる配偶
者や、その子どもに支給されます。未加入期間や
未納期間があると支給されないことがあります。

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
市企画課広報担当まで
電子メール 
kikaku@city.hitoyoshi.lg.jp
※住所、氏名（ペンネーム可）、

年齢、性別を記入してください。

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

先
日
、
長
男
の
小
学
校
の

卒
業
式
に
行
き
ま
し
た
。

家
の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
子
ど
も

だ
と
思
っ
て
い
た
息
子
が
卒
業

証
書
を
受
け
取
る
時
の
き
り
っ

と
し
た
顔
は
、
少
し
大
人
に
見

え
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
こ
の
子
も
も
う
大

き
く
な
っ
て
自
立
し
て
い
く
の

か
と
考
え
た
時
、
う
れ
し
さ
と

寂
し
さ
か
ら
涙
が
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

毎
日
、
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て

い
く
日
常
生
活
で
子
ど
も
と
過

ご
す
時
間
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
後
悔
し
な
い
よ

う
に
、
反
抗
期
が
き
て
嫌
が
ら

れ
て
も
つ
い
て
回
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

P.N
子
離
れ
し
た
く
な
い
父
（
鬼

　

木
町
）

●

　

息
子
さ
ん
の
ご
卒
業
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

親
が

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も

は
し
っ
か
り
と
成
長
し
て
い
る

も
の
で
す
ね
。

　

春
か
ら
の
中
学
校
生
活
も
楽

し
み
で
す
ね
。
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●給付金を受け取るためには、
　申請が必要です。
●申請先は、昨年(平成27年)１月１日　
　時点でお住まいの市町村です。
●前回給付金（６千円）を受け取った方に
　は、申請書をお送りします。前回申請し
　なかった方は、直接窓口にお越しくださ
　い。申請には、印鑑、通帳、本人確認書
　類（運転免許証など）が必要です。

平成27年度の臨時福祉給付金の支給対象
者※のうち、平成28年度中に65歳以上にな
る方（昭和27年４月１日以前に生まれた方）

　☎２２－２１１１（内線２６００・２６０１）
●問合せ　人吉市役所福祉課臨時給付金対策室

申請受け付け期間　４月１日(金) ～７月１日(金)

“振り込め詐欺”や“個人情報の搾取”にご注意ください！
人吉市や厚生労働省などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、市消費生活センター（☎２２－２１１１
内線１２１５・１２１６）にご連絡ください。

※平成27年度分の住民税が課税されていない方（住民税
　課税者に扶養されている方、生活保護受給者は除く）

「高齢者向け給付金」を装う


